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消防だより2013.11月号

　
８
月
22
日
に
広
島
県
で

第
42
回
全
国
消
防
救
助
技

術
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当

消
防
組
合
か
ら
は
、
埼
玉

県
代
表
と
し
て
「
陸
上
の

部
」
の
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ

渡
過
に
尼
﨑
隊
員
（
川
島

消
防
署
）
・
は
し
ご
登
は

ん
に
新
井
隊
員
（
川
越
中

央
消
防
署
大
東
分
署
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
救
助
技
術
に
必
要
な
基
本
的
要
素
、

消
防
救
助
活
動
に
不
可
欠
な
体
力
、
精
神
力
、
技
術

力
を
養
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
当
日

は
、
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
消
防
職
員
が
救
助
技

術
を
競
い
ま
し
た
。

　
尼
﨑
・
新
井
両
隊
員
は
、

日
頃
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
二
人
と
も
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ら
な
る
技

術
向
上
を
目
指
し
、
住

民
の
安
全
・
安
心
を
守

っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２
‐
５
８
９
１

　
当
消
防
組
合
で
は
、
埼
玉
県
警

機
動
隊
の
依
頼
に
よ
り
、
合
同
訓

練
を
川
島
消
防
署
で
毎
月
一
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
災
害
に

備
え
て
、
警
察
と
の
連
携
強
化
に

努
め
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２
‐
５
８
９
１
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川越地区消防組合

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
!!

11
月
９
日
〜
11
月
15
日

2013.11
第２６号

　
平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
　

『
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
少
し
ず
つ
寒
さ
が
ま
し
、
ま
た
、
空
気
が
乾

燥
し
て
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
恐
ろ
し
い
火

災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
の
間
、
全
国

一
斉
に
『
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
24
年
中
、
全
国
で
は
お
よ
そ
四
万
四
千
件
、
当
消
防
組
合

管
内
で
は
113
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
の
内
訳
は
建
物

火
災
が
60
件
、
車
両
火
災
が
12
件
、
そ
の
他
火
災
（
屋
外
の
ご
み

屑
や
枯
れ
草
等
）
が
41
件
と
な
っ
て
い
て
、
火
災
全
体
の
内
、
約

半
数
以
上
が
建
物
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
出
火
原
因
に
つ
い
て
は
、

『
放
火
の
疑
い
』
・
『
こ
ん
ろ
』
・
『
た
ば
こ
』
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
　
火
災
件
数
が
増
加

　
平
成
20
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
の
５
年
間
の
年
間
火
災
件
数
は

100
か
ら
120
件
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
９
月
末
現
在
で

113
件
の
火
災
が
発
生
し
、
年
間
150
件
を
超
え
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
最
も
被
害
が
大
き
く
な
る
建
物
火
災
が
現
在
、
火

災
原
因
を
調
査
中
の
も
の
も
含
め
、
54
件
発
生
し
て
お
り
、
住
民

の
安
全
、
安
心
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。

　
火
災
は
一
人
一
人
の
心

が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
火
災
か
ら
尊
い
命
、

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
火
災
の
発
生
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
心
に
『
火
の
用

心
』
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
　
　
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

川越地区消防組合設立４０周年
平成２５年４月１日に、設立４０周年を迎えました。

消すまでは 心の警報 ＯＮのまま
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初期消火訓練（水消火器・バケツリレー）

ちびっ子消防士放水体験

　江戸時代の1659年1月4日に上野東照宮で行われ
たのが始まりと伝えられています。江戸時代に明暦
の大火で多くの犠牲者を出した幕府は定火消という
消防組織を制度化しました。その定火消が上野東照
宮に集結し、気勢をあげたことが「出初」と呼ばれ、
次第に儀式として定着していきました。また、現消
防組合の前身である川越消防本部では、その沿革史に昭和25年1月6日に
「宿望の出初式挙行･･･」とあり、消防署前から消防車を6台連ねて行進し、
赤間川に一斉放水を行ったのが初めてとされています。現在では、木遣り
歌・はしご乗りの伝統の技や消防職団員による演習のほか、各地域の文化
を取り込みながら、当時の火消しの心意気を後世に残すため、全国各地で
行われています。
　　　　　　　　　　　　　　　　消防局総務課　℡２２２‐０７４１

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
救
急
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝

　
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
◎
救
急
活
動
協
力
に
貢
献

　
・
東
松
山
市
大
字
石
橋
　
　
　
　
梶
原
貴
宏
さ
ん

○
消
防
部
隊
の
支
援
資
器
材
の
寄
贈
に
対
し
、
消
防

　
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
・
川
越
市
大
字
山
田
　
　
　
　
　
齋
藤
　

誠
　

さ
ん

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
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か
じ
わ
ら
た
か
ひ
ろ

さ
い
と
う

ま
こ
と

　
消
防
法
施
行
令
第
３
条
第
１
項
に
定
め
る
甲
種
防

火
管
理
新
規
講
習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
　
程
　
平
成
25
年
11
月
27
日
㈬
・
28
日
㈭

　
　
　
　
の
２
日
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

会
　
場
　
川
越
市
神
明
町
48
番
地
４

　
　
　
　
消
防
局
庁
舎
３
階
講
堂

経
　
費
　
教
材
費
　
三
千
四
百
円

定
　
員
　
先
着
80
名

申
込
日
　
平
成
25
年
11
月
15
日
　
午
前
10
時
か
ら

　
消
防
局
・
消
防
署
・
分
署
に
て
配
布
し
て
い
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
写
真
（
縦
４×

横
３
㎝
）

を
貼
り
付
け
、
経
費
を
添
え
て
消
防
局
予
防
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

電
話
、
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※

申
込
書
は
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
バ
ス
な
ど
の
公
共

　
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

　
11
月
10
日
㈰
、
中
央
防
災
基
地
（
川
島
町
大
字
上

狢
）
で
消
防
特
別
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
午
前
８
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
な
ど
の
災
害
と
間
違
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
１

○
川
越
市
　
日
　
程
　
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
会
　
場
　
川
越
市
役
所
（
予
定
）

○
川
島
町
　
日
　
程
　
平
成
26
年
１
月
11
日
㈯

　
　
　
　
　
会
　
場
　
川
島
消
防
署

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
１

虹色通信 ～出初式の由来～

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
で
入
賞
!!

平
成
25
年
度
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

消
防
特
別
点
検
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

平
成
26
年
消
防
出
初
式

埼
玉
県
警
機
動
隊
と
合
同
訓
練
を
実
施

上：尼﨑隊員

左：新井隊員

訓練風景

新井紀雄隊員　尼﨑澄哉隊員

と

か

と
う
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み
な
さ
ん
、
百
貨
店
や
映
画
館
な
ど
へ
お
出
か
け
に
な

っ
た
と
き
、
人
の
形
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
ラ
ン
プ
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
こ
れ
は
「
誘
導
灯
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
火
災
・
地
震
な
ど
が
起
き

て
も
逃
げ
道
が
分
か
る
よ
う
に
、
避

難
口
ま
で
案
内
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
誘
導
灯
、
実
は
色
に
よ
っ
て

役
割
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
？

　
通
路
誘
導
灯
は
、
白
色
の
枠
に
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
主
に
廊

下
、
通
路
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
避
難
経
路
の
途
中
で
す
よ
、

と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
避
難
口
誘
導
灯
は
、
緑
色
の
枠
に

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
主
に

扉
の
上
、
階
段
の
上
に
設
置
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
そ
の
階
の
又
は
そ
の

部
屋
の
最
終
口
で
す
よ
、
と
い
う
こ

と
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
誘
導
灯
は
安
全
な
場
所
ま
で
案
内

し
て
く
れ
る
力
強
い
味
方
で
す
。
　

　
で
す
か
ら
万
が
一
知
ら
な
い
場
所
で
災
害
に
巻
き
込
ま

れ
て
も
、
仕
組
み
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
お
役
に
立
ち

ま
す
！

　
み
な
さ
ん
、
お
出
か
け
に
な
っ
た
と
き
、
誘
導
灯
を
探

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
命
を
守
る
シ
ン
ボ
ル
誘
導
灯
」
ぜ

ひ
、
覚
え
て
く
だ
さ
い
ね
！

　
　
消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

～火災を未然に防ぐため～
　火災の原因は「放火の疑い」「たばこ」「こんろ」などが上位を占め、人の行為や
過失によるものがほとんどです。逆に言えば、これらに気を付ければ火災を未然に防
ぐことにつながると言えます。みなさんも「うっかり」を起こさないため普段の生活
から火災予防にご協力ください！

建物の周囲はちゃんと整理しよう！
　火災原因のトップ

は放火または放火の

疑いです。死角にな

る場所はきちんと整

理整頓し、夜のゴミ

捨ては厳禁ですよ！

たばこの管理はしっかりと！
　たばこの火種は消

し方を誤ると大変な

ことになります。指

定された場所で喫煙

し、灰皿には必ず水

を入れてください！

命
を
守
る
シ
ン
ボ
ル「
誘
導
灯
」

※　誘導灯は停電になっても、最低20分間点灯するよう非常用バッテリーが付いています。

電気も火災の原因になります！
　便利な電気タップ

ですが過剰に使用す

ると火事の原因にな

ります。便利なもの

でも適正な使用方法

を心掛けましょう！

調理中は目を離さないで！
　ちょっとくらい離

れても…という油断

が火事を呼びます。

コンロから離れると

きは必ず火を消しま

しょう！

避難口誘導灯 通路誘導灯

緑
色

白
色

平成25年 秋の全国火災予防運動が始まります！！平成25年 秋の全国火災予防運動が始まります！！
実施期間
11月9日㈯～11月15日㈮
実施期間
11月9日㈯～11月15日㈮

正
し
く
安
全
に
！
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
給
油
方
法

救
急
隊
員
手
話
研
修
会

Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
に
つ
い
て

　
平
成
10
年
の
消
防
法
改
正
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
ち
、

街
で
見
か
け
る
多
く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
セ
ル
フ
サ

ー
ビ
ス
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
当
消
防
組
合
管
内
で
も
、
52
ヵ
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
う
ち
、
28
ヵ
所
が
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
と
な
り
、
よ
り

身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
は
、
各
種
の
安
全
装
置
が
設
け
ら
れ
、

係
員
（
監
視
者
）
に
よ
る
安
全
確
認
も
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
24
年
中
、
全
国
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

は
火
災
が
29
件
発
生
し
、
そ
の
う
ち
12
件
が
給
油
す
る
方

の
誤
っ
た
取
り
扱
い
な
ど
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
安
全
に
給
油
を
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
重
要
な
点
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

●
給
油
中
は
エ
ン
ジ
ン
停
止
！

　
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物
か
ら
は
、
と

て
も
引
火
性
の
高
い
蒸
気
が
発
生
し
ま
す
。
給
油
中
は
火

災
が
発
生
す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
く

だ
さ
い
。

●
静
電
気
の
除
去
は
確
実
に
！

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
装
い
も

厚
手
の
も
の
に
替
わ
る
と
と
も

に
、
空
気
の
乾
燥
が
進
み
、
衣

類
の
摩
擦
に
よ
る
静
電
気
も
増

加
し
ま
す
。
静
電
気
の
火
花
は
、
給
油
中
に
火
災
を
発
生

さ
せ
る
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
給
油
の
際
は
、
必

ず
計
量
機
に
設
置
さ
れ
て
い
る
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触

れ
、
静
電
気
に
よ
る
火
災
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
吹
き
こ
ぼ
れ
に
ご
注
意
！

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
計
量
機
に
は
、
燃
料
タ
ン
ク
が
一

杯
に
な
る
と
給
油
が
自
動
的
に
止
ま
る
自
動
停
止
装
置
が

つ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
な
い
流
量
で
給
油
し
た
場

合
や
、
給
油
ノ
ズ
ル
を
奥
ま
で
差
し
込
ま
な
い
で
給
油
し

た
場
合
は
、
自
動
停
止
装
置
が
作
動
し
な
い
こ
と
が
あ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
吹
き
こ
ぼ
れ
が
起
き
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
給
油
ノ
ズ
ル
は
奥
ま
で
差
し
込
み
、
ノ
ズ
ル
の
レ
バ
ー

を
し
っ
か
り
握
っ
て
、
吹
き
こ
ぼ
れ
が
起
き
な
い
よ
う
に

給
油
し
ま
し
ょ
う
。

　
当
消
防
組
合
管
内
で
も
、
52
ヵ
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
う
ち
、
28
ヵ
所
が
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
と
な
り
、
よ
り

身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
利
用
す
る
際
は
、
正
し
い
給
油
作

業
を
心
が
け
、
火
災
な
ど
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
安
全

に
給
油
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

　
平
成
25
年
６
月
29
日
㈯
及
び
７
月
６
日
㈯
に
当
消
防
局

に
お
い
て
、
「
川
越
市
手
輪

の
会
」
の
３
名
の
会
員
の
方

を
講
師
と
し
、
救
急
隊
員
を

対
象
と
し
た
手
話
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
聴
覚
に

障
害
を
お
持
ち
の
方
の
救
急

活
動
時
に
、
こ
れ
ま
で
災
害

現
場
で
行
っ
て
い
た
筆
談
に

加
え
て
、
手
話
を
用
い
て
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
研
修
会
で
は
、
聴
覚
障
害
者
の
体
験
談
を
含
め
、
災
害

現
場
で
活
用
で
き
る
用
語
を
含
ん
だ
手
話
の
基
礎
知
識
を

学
び
、
手
や
指
の
動
き
の
他
に
、
口
の
動
き
や
顔
の
表
情

も
意
思
を
伝
え
る
大
切
な
技
術
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　
災
害
現
場
で
、
障
害
者
の
方
の
心
の
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
、
今
後
も
継
続
し
て
手
話
を
含
め
た
救
急
隊
員
の
研

修
を
開
催
し
て
い
き
、
救
急
活
動
又
は
応
急
手
当
の
普
及

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

消
防
局
救
急
課
　
℡
２
２
２‐

０
１
６
０

　
当
消
防
組
合
で
は
、
耳
や
声
の
不
自
由
な
方
や
肉
声
に

よ
る
通
報
が
困
難
な
方
が
利
用
で
き
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
１
１

９
番
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
通
報
者
は
、
通
報
用
紙
に

住
所
や
氏
名
等
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
す
る
だ
け
で
通
報

内
容
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
内
容

を
必
ず
記
載
し
て
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
火
災

・
消
防
車
が
向
か
う
場
所

・
内
容
　
何
が
燃
え
て
い
る
か
等

・
あ
な
た
の
氏
名
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

☎
救
急

・
救
急
車
が
向
か
う
場
所

・
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
方

　
の
年
齢
及
び
性
別

・
内
容
　
誰
が
ど
う
し
た
か
等

　
消
防
車
や
救
急
車
が
向
か
う
場

所
、
氏
名
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
あ
ら

か
じ
め
記
入
し
て
お
く
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

※

Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
は
、
川
越
地
区
消

防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

消
防
局
指
揮
統
制
課

℡
２
２
６‐

７
４
０
８
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み
な
さ
ん
、
百
貨
店
や
映
画
館
な
ど
へ
お
出
か
け
に
な

っ
た
と
き
、
人
の
形
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
ラ
ン
プ
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
こ
れ
は
「
誘
導
灯
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
火
災
・
地
震
な
ど
が
起
き

て
も
逃
げ
道
が
分
か
る
よ
う
に
、
避

難
口
ま
で
案
内
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
誘
導
灯
、
実
は
色
に
よ
っ
て

役
割
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
？

　
通
路
誘
導
灯
は
、
白
色
の
枠
に
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
主
に
廊

下
、
通
路
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
避
難
経
路
の
途
中
で
す
よ
、

と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
避
難
口
誘
導
灯
は
、
緑
色
の
枠
に

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
主
に

扉
の
上
、
階
段
の
上
に
設
置
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
そ
の
階
の
又
は
そ
の

部
屋
の
最
終
口
で
す
よ
、
と
い
う
こ

と
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
誘
導
灯
は
安
全
な
場
所
ま
で
案
内

し
て
く
れ
る
力
強
い
味
方
で
す
。
　

　
で
す
か
ら
万
が
一
知
ら
な
い
場
所
で
災
害
に
巻
き
込
ま

れ
て
も
、
仕
組
み
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
お
役
に
立
ち

ま
す
！

　
み
な
さ
ん
、
お
出
か
け
に
な
っ
た
と
き
、
誘
導
灯
を
探

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
命
を
守
る
シ
ン
ボ
ル
誘
導
灯
」
ぜ

ひ
、
覚
え
て
く
だ
さ
い
ね
！

　
　
消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

～火災を未然に防ぐため～
　火災の原因は「放火の疑い」「たばこ」「こんろ」などが上位を占め、人の行為や
過失によるものがほとんどです。逆に言えば、これらに気を付ければ火災を未然に防
ぐことにつながると言えます。みなさんも「うっかり」を起こさないため普段の生活
から火災予防にご協力ください！

建物の周囲はちゃんと整理しよう！
　火災原因のトップ

は放火または放火の

疑いです。死角にな

る場所はきちんと整

理整頓し、夜のゴミ

捨ては厳禁ですよ！

たばこの管理はしっかりと！
　たばこの火種は消

し方を誤ると大変な

ことになります。指

定された場所で喫煙

し、灰皿には必ず水

を入れてください！

命
を
守
る
シ
ン
ボ
ル「
誘
導
灯
」

※　誘導灯は停電になっても、最低20分間点灯するよう非常用バッテリーが付いています。

電気も火災の原因になります！
　便利な電気タップ

ですが過剰に使用す

ると火事の原因にな

ります。便利なもの

でも適正な使用方法

を心掛けましょう！

調理中は目を離さないで！
　ちょっとくらい離

れても…という油断

が火事を呼びます。

コンロから離れると

きは必ず火を消しま

しょう！

避難口誘導灯 通路誘導灯

緑
色

白
色

平成25年 秋の全国火災予防運動が始まります！！平成25年 秋の全国火災予防運動が始まります！！
実施期間
11月9日㈯～11月15日㈮
実施期間
11月9日㈯～11月15日㈮

正
し
く
安
全
に
！
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
給
油
方
法

救
急
隊
員
手
話
研
修
会

Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
に
つ
い
て

　
平
成
10
年
の
消
防
法
改
正
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
ち
、

街
で
見
か
け
る
多
く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
セ
ル
フ
サ

ー
ビ
ス
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
当
消
防
組
合
管
内
で
も
、
52
ヵ
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
う
ち
、
28
ヵ
所
が
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
と
な
り
、
よ
り

身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
は
、
各
種
の
安
全
装
置
が
設
け
ら
れ
、

係
員
（
監
視
者
）
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よ
る
安
全
確
認
も
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
24
年
中
、
全
国
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

は
火
災
が
29
件
発
生
し
、
そ
の
う
ち
12
件
が
給
油
す
る
方

の
誤
っ
た
取
り
扱
い
な
ど
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
安
全
に
給
油
を
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
重
要
な
点
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

●
給
油
中
は
エ
ン
ジ
ン
停
止
！

　
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
危
険
物
か
ら
は
、
と

て
も
引
火
性
の
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い
蒸
気
が
発
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し
ま
す
。
給
油
中
は
火
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が
発
生
す
る
危
険
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常
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高
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
く

だ
さ
い
。

●
静
電
気
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去
は
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実
に
！
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節
、
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も

厚
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と
と
も

に
、
空
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燥
が
進
み
、
衣

類
の
摩
擦
に
よ
る
静
電
気
も
増

加
し
ま
す
。
静
電
気
の
火
花
は
、
給
油
中
に
火
災
を
発
生

さ
せ
る
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
給
油
の
際
は
、
必

ず
計
量
機
に
設
置
さ
れ
て
い
る
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触

れ
、
静
電
気
に
よ
る
火
災
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
吹
き
こ
ぼ
れ
に
ご
注
意
！

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
計
量
機
に
は
、
燃
料
タ
ン
ク
が
一

杯
に
な
る
と
給
油
が
自
動
的
に
止
ま
る
自
動
停
止
装
置
が

つ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
な
い
流
量
で
給
油
し
た
場

合
や
、
給
油
ノ
ズ
ル
を
奥
ま
で
差
し
込
ま
な
い
で
給
油
し

た
場
合
は
、
自
動
停
止
装
置
が
作
動
し
な
い
こ
と
が
あ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
吹
き
こ
ぼ
れ
が
起
き
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
給
油
ノ
ズ
ル
は
奥
ま
で
差
し
込
み
、
ノ
ズ
ル
の
レ
バ
ー

を
し
っ
か
り
握
っ
て
、
吹
き
こ
ぼ
れ
が
起
き
な
い
よ
う
に

給
油
し
ま
し
ょ
う
。

　
当
消
防
組
合
管
内
で
も
、
52
ヵ
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
う
ち
、
28
ヵ
所
が
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
と
な
り
、
よ
り

身
近
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
を
利
用
す
る
際
は
、
正
し
い
給
油
作

業
を
心
が
け
、
火
災
な
ど
の
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
安
全

に
給
油
を
行
い
ま
し
ょ
う
！
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平
成
25
年
６
月
29
日
㈯
及
び
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月
６
日
㈯
に
当
消
防
局

に
お
い
て
、
「
川
越
市
手
輪

の
会
」
の
３
名
の
会
員
の
方

を
講
師
と
し
、
救
急
隊
員
を

対
象
と
し
た
手
話
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
聴
覚
に

障
害
を
お
持
ち
の
方
の
救
急

活
動
時
に
、
こ
れ
ま
で
災
害

現
場
で
行
っ
て
い
た
筆
談
に

加
え
て
、
手
話
を
用
い
て
よ

り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
研
修
会
で
は
、
聴
覚
障
害
者
の
体
験
談
を
含
め
、
災
害

現
場
で
活
用
で
き
る
用
語
を
含
ん
だ
手
話
の
基
礎
知
識
を

学
び
、
手
や
指
の
動
き
の
他
に
、
口
の
動
き
や
顔
の
表
情

も
意
思
を
伝
え
る
大
切
な
技
術
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　
災
害
現
場
で
、
障
害
者
の
方
の
心
の
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
、
今
後
も
継
続
し
て
手
話
を
含
め
た
救
急
隊
員
の
研

修
を
開
催
し
て
い
き
、
救
急
活
動
又
は
応
急
手
当
の
普
及

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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当
消
防
組
合
で
は
、
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や
声
の
不
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由
な
方
や
肉
声
に

よ
る
通
報
が
困
難
な
方
が
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用
で
き
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
１
１

９
番
を
受
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付
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て
い
ま
す
。
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報
者
は
、
通
報
用
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に

住
所
や
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等
を
記
入
し
て
Ｆ
Ａ
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を
す
る
だ
け
で
通
報

内
容
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
内
容

を
必
ず
記
載
し
て
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
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災

・
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が
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・
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容
　
何
が
燃
え
て
い
る
か
等

・
あ
な
た
の
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、
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と
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し
た
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等
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や
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急
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向
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う
場

所
、
氏
名
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Ｆ
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Ｘ
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号
を
あ
ら

か
じ
め
記
入
し
て
お
く
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。
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Ａ
Ｘ
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、
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地
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消
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ホ
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川越地区消防組合

火事・救急・救助は119番　消防テレホンサービス ℡223-0700  ＊かけまちがいにご注意ください。

消防だより2013.11月号

　
８
月
22
日
に
広
島
県
で

第
42
回
全
国
消
防
救
助
技

術
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当

消
防
組
合
か
ら
は
、
埼
玉

県
代
表
と
し
て
「
陸
上
の

部
」
の
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ

渡
過
に
尼
﨑
隊
員
（
川
島

消
防
署
）
・
は
し
ご
登
は

ん
に
新
井
隊
員
（
川
越
中

央
消
防
署
大
東
分
署
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
救
助
技
術
に
必
要
な
基
本
的
要
素
、

消
防
救
助
活
動
に
不
可
欠
な
体
力
、
精
神
力
、
技
術

力
を
養
う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
当
日

は
、
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
消
防
職
員
が
救
助
技

術
を
競
い
ま
し
た
。

　
尼
﨑
・
新
井
両
隊
員
は
、

日
頃
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
、
二
人
と
も
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ら
な
る
技

術
向
上
を
目
指
し
、
住

民
の
安
全
・
安
心
を
守

っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２
‐
５
８
９
１

　
当
消
防
組
合
で
は
、
埼
玉
県
警

機
動
隊
の
依
頼
に
よ
り
、
合
同
訓

練
を
川
島
消
防
署
で
毎
月
一
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
災
害
に

備
え
て
、
警
察
と
の
連
携
強
化
に

努
め
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

消
防
局
警
防
課
　
℡
２
２
２
‐
５
８
９
１
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川越地区消防組合

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
!!

11
月
９
日
〜
11
月
15
日

2013.11
第２６号

　
平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
　

『
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
少
し
ず
つ
寒
さ
が
ま
し
、
ま
た
、
空
気
が
乾

燥
し
て
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
恐
ろ
し
い
火

災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
の
間
、
全
国

一
斉
に
『
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
24
年
中
、
全
国
で
は
お
よ
そ
四
万
四
千
件
、
当
消
防
組
合

管
内
で
は
113
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
の
内
訳
は
建
物

火
災
が
60
件
、
車
両
火
災
が
12
件
、
そ
の
他
火
災
（
屋
外
の
ご
み

屑
や
枯
れ
草
等
）
が
41
件
と
な
っ
て
い
て
、
火
災
全
体
の
内
、
約

半
数
以
上
が
建
物
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
出
火
原
因
に
つ
い
て
は
、

『
放
火
の
疑
い
』
・
『
こ
ん
ろ
』
・
『
た
ば
こ
』
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
　
火
災
件
数
が
増
加

　
平
成
20
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
の
５
年
間
の
年
間
火
災
件
数
は

100
か
ら
120
件
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
９
月
末
現
在
で

113
件
の
火
災
が
発
生
し
、
年
間
150
件
を
超
え
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
最
も
被
害
が
大
き
く
な
る
建
物
火
災
が
現
在
、
火

災
原
因
を
調
査
中
の
も
の
も
含
め
、
54
件
発
生
し
て
お
り
、
住
民

の
安
全
、
安
心
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。

　
火
災
は
一
人
一
人
の
心

が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
火
災
か
ら
尊
い
命
、

大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
火
災
の
発
生
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

い
つ
も
心
に
『
火
の
用

心
』
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
局
予
防
課
　
　
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

消
防
局
指
揮
統
制
課
　
℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

川越地区消防組合設立４０周年
平成２５年４月１日に、設立４０周年を迎えました。

消すまでは 心の警報 ＯＮのまま
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4月
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7月
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9月

平成24年
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１８

８

１１

４

９

１１

８

１１

平成25年

９

１５

２２

１４

２３

１２

９

６

３

月別火災件数

初期消火訓練（水消火器・バケツリレー）

ちびっ子消防士放水体験

　江戸時代の1659年1月4日に上野東照宮で行われ
たのが始まりと伝えられています。江戸時代に明暦
の大火で多くの犠牲者を出した幕府は定火消という
消防組織を制度化しました。その定火消が上野東照
宮に集結し、気勢をあげたことが「出初」と呼ばれ、
次第に儀式として定着していきました。また、現消
防組合の前身である川越消防本部では、その沿革史に昭和25年1月6日に
「宿望の出初式挙行･･･」とあり、消防署前から消防車を6台連ねて行進し、
赤間川に一斉放水を行ったのが初めてとされています。現在では、木遣り
歌・はしご乗りの伝統の技や消防職団員による演習のほか、各地域の文化
を取り込みながら、当時の火消しの心意気を後世に残すため、全国各地で
行われています。
　　　　　　　　　　　　　　　　消防局総務課　℡２２２‐０７４１

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
救
急
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝

　
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
◎
救
急
活
動
協
力
に
貢
献

　
・
東
松
山
市
大
字
石
橋
　
　
　
　
梶
原
貴
宏
さ
ん

○
消
防
部
隊
の
支
援
資
器
材
の
寄
贈
に
対
し
、
消
防

　
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
・
川
越
市
大
字
山
田
　
　
　
　
　
齋
藤
　

誠
　

さ
ん

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

か
じ
わ
ら
た
か
ひ
ろ

さ
い
と
う

ま
こ
と

　
消
防
法
施
行
令
第
３
条
第
１
項
に
定
め
る
甲
種
防

火
管
理
新
規
講
習
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
　
程
　
平
成
25
年
11
月
27
日
㈬
・
28
日
㈭

　
　
　
　
の
２
日
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

会
　
場
　
川
越
市
神
明
町
48
番
地
４

　
　
　
　
消
防
局
庁
舎
３
階
講
堂

経
　
費
　
教
材
費
　
三
千
四
百
円

定
　
員
　
先
着
80
名

申
込
日
　
平
成
25
年
11
月
15
日
　
午
前
10
時
か
ら

　
消
防
局
・
消
防
署
・
分
署
に
て
配
布
し
て
い
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
写
真
（
縦
４×

横
３
㎝
）

を
貼
り
付
け
、
経
費
を
添
え
て
消
防
局
予
防
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

電
話
、
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※

申
込
書
は
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
バ
ス
な
ど
の
公
共

　
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
防
局
予
防
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
４

　
11
月
10
日
㈰
、
中
央
防
災
基
地
（
川
島
町
大
字
上

狢
）
で
消
防
特
別
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
の
午
前
８
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
な
ど
の
災
害
と
間
違
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
１

○
川
越
市
　
日
　
程
　
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
会
　
場
　
川
越
市
役
所
（
予
定
）

○
川
島
町
　
日
　
程
　
平
成
26
年
１
月
11
日
㈯

　
　
　
　
　
会
　
場
　
川
島
消
防
署

消
防
局
総
務
課
　
℡
２
２
２‐

０
７
４
１

虹色通信 ～出初式の由来～

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
で
入
賞
!!

平
成
25
年
度
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

消
防
特
別
点
検
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

平
成
26
年
消
防
出
初
式

埼
玉
県
警
機
動
隊
と
合
同
訓
練
を
実
施

上：尼﨑隊員

左：新井隊員

訓練風景

新井紀雄隊員　尼﨑澄哉隊員

と

か

と
う


